
 

 

 

 

 

 

さかさ文字（アンビグラム） 

アンビグラム（ambigram）は、ある文字（一文字、単語、文も含む）を本来の向きで読める

だけでなく、違う見方をしても読める文字アートです。逆さまにしたり、横から見たりして異な

る方向からも読むことができたり、鏡に映すと読めたり、そのままでも２通り以上に解釈して読

むことができたり、文字の隙間が文字になっていたりするなどのようなトリックアート的なデザ

イン文字のことです。一つの読みの文字に、別の文字が隠されているのが面白い。目も脳もこん

がらかってしまう。 
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回文の逆さ文字（アンビグラム）上から読んでも、下から見ても、まさかのさかさま 

おかたい平いたかおが回文のアンビグラムに挑戦してみました。 
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